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Step1  学力向上プランの作成
・課題の分析
・要因の検討
・目標の設定
・取組の設定

Step3 学力向上プランの改善（よりよいものに）

学力向上プラン

改善した
学力向上プラン

さらに改善した
学力向上プラン

Step2.5 学力向上プランの実践（やってみる）

Plan
計画

Do
実行

Check
評価

Ａction
改善

PDCAサイクル
を基に実践

vol. 1でプランの作成、共有までは確認できたけれど、
PDCAの各段階では、どう進めればいいのかな？

vol. 2では
ここを中心に
紹介

Plan
計画

Do
実行

Check
評価

Ａction
改善

Plan
計画

Do
実行

Check
評価

Ａction
改善

Plan
計画

Do
実行
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Ａction
改善

Step２学力向上プランの共有（みんなのものに）

１ 学力向上プランの進め方を確認しよう！

P．２



２ 学力向上プランの検証改善サイクル
（ＰＤＣＡ）とは？

P D

A

C

校内研修会等

学力向上プランの
共有Plan D o

プランに基づいた
授業の実践

日常の授業

Check
学力調査等の
実施・分析

部会、校内研修等

成果と課題の分析
方向性の明確化

検証委員会

ＡＣ

検証改善サイクル（ＰＤＣＡ）の構成

検証改善サイクル（ＰＤＣＡ）を機能させるためには、
日常の授業において授業改善を継続的に行うことが
大切です。そのためにD段階の中に、スモールC、Aを
位置付け検証します。

D段階におけるスモールC、Aの構成

Ａ

Ｃ

スモールC、A

手立ての改善

授業での見取り
学年・教科部会、授業整理会等での協議

Action

ｐ．３



３ 検証改善サイクル（ＰＤＣＡ）は、
「誰が」「どうやって」進めるの？

校長・副校長・教頭

主幹教諭（教務）
学力向上

コーディネーター
研究主任

教科主任学年主任

校内におけるマネジメント

校長・副校長・教頭等のスクールリーダーのリーダーシップ
のもと、ミドルリーダーの中でも主幹教諭（教務）が中心と
なって、研究主任や学力向上コーディネーター、学年主任、
教科主任等と役割分担・連携しながら他の職員に働きかけ、
全教職員による取組が大切です。

■ビジョンの提示 ■校務分掌組織を編成

■学力向上プランの作成
■児童生徒の学力実態把握

■学力向上と校内研修の関連等の
取組についての提案

■授業改善への指導助言

■学年、教科における授業改善の日常の指導助言
■学年プラン、教科プランの作成

■計画、提案
■各主任等との連絡調整
■指導、支援

上記にあるミドルリーダーの働きを、各PDCA段階
でどのように実践すればいいのかな？
次は、各学校の具体的な実践を見てみましょう！

p．４



ｐ．５

的

Ａ段階 Ｃ段階

様々な取組の中から、各学校の特色ある実践を、
ＰＤＣＡの各段階ごとに紹介しています。

取り組んだ結果・・・

学力向上プランに取り組んだ結果、
どのような変容が見られたのかを示しています。

年度初めに作成した
学力向上プラン

学力向上プランに
基づいた取組の実践

学力向上プランの作成と
取組の共有

方向性の明確化
学力向上プランの改善 学力調査等の実施と分析

Ｐ段階での
実践

Ｄ段階での
実践

Ｃ段階での
実践

Ａ段階での
実践

調査研究協力校の検証改善サイクル（ＰＤＣＡ）は
このように見よう！

【 誰 が 】
【 ど こ で 】
【 目 的 】

【 誰 が 】
【 ど こ で 】
【 目 的 】

【 誰 が 】
【 ど こ で 】
【 目 的 】

【 誰 が 】
【 ど こ で 】
【 目 的 】

各段階で行われた校内のマネジメントについて、
項目と図で示しています。

P段階 D段階



４ 調査研究協力校の検証改善サイクル
（ＰＤＣＡ）を見てみよう！【事例１】

ｐ．６

取り組んだ結果… ＣＲＴ結果（Ｒ２年度は学校独自で実施）
全児童における評定「１」の割合
Ｒ１年度：２３％
Ｒ２年度：１１％

P段階

学力向上Co、研究主任
校内研修会
主題研究と視点２の取組の
関連について提案

・校内研修と視点２の
取組を関連させた日
常の授業づくり（算数科）

プラン取組を共有

学力向上Co、研究主任
校内研修会
分析結果を基に、授業改善や
プランの方向性を検討

・校内研修で提案
された学習過程

評定「１」の
割合が減少

視点２

Ａ段階

【誰 が】
【どこで】
【目 的】

【誰 が】
【どこで】
【目 的】

１２％減少



協力校①：合川小学校の検証改善サイクル
（ＰＤＣＡ） 視点２、視点４を中心に

・算数科通信の発行

視点２と学習過程を意識した授業づくりなど、

目的と方法を共有して学力向上プランの実践に

取り組んだ効果が表れています。

p.７

D段階

研究主任、ちょこっと研修会担当
学年会、校内研修会
日常の授業実践への助言や相談
通信による授業実践の共有

学力向上Co
学年会、校内研修会
学力調査結果や授業評価
から成果と課題を分析

視点２と校内研修を関連させた授業

校内研修の学習過程を
意識した授業【校内研修】

授業改善の取組

・ちょこっと研修会の実施

授業の実践を共有

めあてとまとめの一致を
意識した授業【視点２】

Ｃ段階

視点４

【誰 が】
【どこで】
【目 的】

【誰 が】
【どこで】
【目 的】



授業後の
「振り返り」が

充実

４ 調査研究協力校の検証改善サイクル
（ＰＤＣＡ）を見てみよう！【事例２】

P段階

主幹教諭
校内研修会
学力向上プランの
作成及び取組の共有

主幹教諭
校内研修会、定例会
分析結果をもとに支援の必要な
児童への支援の在り方等の打合せ

P．８

取り組んだ結果…

学年ブロックごとに協議

・全職員の意見を反映したプランの取組を共有

視点３

・教材（プリント等）、重点単元、
グループ編成等について協議 ・SST、QUの結果を基にした

授業づくりの具体化の検討

視点２

学びに向かう
意欲の向上

A段階

【誰 が】
【どこで】
【目 的】

【誰 が】
【どこで】
【目 的】

月１回の定例会

・学習の「振り返り」に
おいて、今後の意欲
や見通しについて記
述する児童の割合が
増加

改善点の明確化

支援スタッフ等との打合せ



協力校②：城島小学校の検証改善サイクル
（ＰＤＣＡ） 視点２、視点３を中心に

D段階
学力向上Co、研究主任
主幹教諭
学年会、校内研修会
視点２、３に基づく日常の授業実践

p.９

校内研修の構想と関連

・関連を図ることで、日常の
授業において視点２の取
組を実践

視点３への取組

・安心して過ごせる
環境での授業実践

主幹教諭
学年会、校内研修会
学力調査結果及び授業評価、QU
等の結果から成果と課題を分析

QU等の結果の分析

・要支援群への支援
の在り方の検討

Ｃ段階【誰 が】
【どこで】
【目 的】

【誰 が】
【どこで】

【目 的】

視点２や３の取組を全職員で共有し、児童の学力の

基盤づくりを重点に実践していくことで、学力の非

認知能力に関わる部分の向上につながったと考えら

れます。



p.10

取り組んだ結果…

教務部と研究部の兼任 取組の内容を全職員で共有→校内掲示

〔視点２〕
「青陵学び合いスタイル」を「個人思考」と
「全体交流」に焦点化

〔視点３〕
チャレンジノート（自学ノート）の提出率
目標を８割→９割へ（前期の提出率：８９％）

視点２

職員の意見を取り入れた学力向上プランの改善、共有

〔視点５〕の取組
家庭学習時間調査

👇

家庭学習時間の増加

４ 調査研究協力校の検証改善サイクル
（ＰＤＣＡ）を見てみよう！【事例3】

学力向上Ｃｏ兼教務担当
主幹教諭、研究主任
校内研修
校内組織体制づくり
学力向上プランの共有

P段階

学力向上Ｃｏ兼
教務担当主幹教諭
校内研修
プランの改善と共有

Ａ段階

【誰 が】

【どこで】
【目 的】

【誰 が】

【どこで】
【目 的】

関連



p.11

学力向上プランの改善案を集約

「めあて」と「振り返り」を意識した自主学習の取組や

「青陵学び合いスタイル」を取り入れた授業づくりなど、

様々な取組を全職員で協働して実践したことが、生徒の

学力向上につながりました。

「青陵学び合いスタイル」 を取り入れた授業実践
（「個人思考」「班交流」「全体交流」）

生徒会担当（研究部）
朝の会
生徒会によるチャレンジノート（自学ノート）の
使い方の説明

福岡県学力調査
の問題分析

協力校③：青陵中学校の検証改善サイクル
（ＰＤＣＡ） 視点２、視点３を中心に

視点３

学力向上Ｃｏ兼教務担当主幹教諭
校内研修
生徒学習調査及び職員アンケートを実施→結果の共有、課題等の分析

研究主任
毎日の授業、授業整理会
授業改善、有効な手立ての共有

「めあて」と「振り返り」を 意識した自主学習の充実

D段階

Ｃ段階

【誰 が】
【どこで】
【目 的】

【誰 が】
【どこで】
【目 的】

【誰 が】
【どこで】
【目 的】

めあて

振り返り



実効性のある検証改善サイクルにするためには、

・子どもの課題を踏まえた学力向上プランを作成すること

・全職員で協働して実践し、授業改善につなげること

が大切なんだね。

調査研究協力校の教師アンケートより

【令和２年度 学力向上研究班】
学校教育課 指導主事 下川 嘉満、深野 良介、吉田 彩
教育センター 指導主事 北島 志保、三池 暁久
学力向上調査研究協力校 合川小学校、城島小学校、青陵中学校
久留米市教育センター 福岡県久留米市南１丁目８番１号
TEL：0942(36)9777/FAX:0942(35)9930

vol. ３は、Step 3「プランの改善」
について掲載予定です。

Step 1
プランの
作成

Step 2
プランの
共有

Step 3 
プランの
改善

Step 2.５
プランの
実践

５ 検証改善サイクル（ＰＤＣＡ）の実践は、
学力向上につながるの？

Ｑ： 学力向上プランの作成、検証改善サイクルの実施は、
子どもの学力向上につながる。
（「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」の割合とその理由）

授業
改善

支援の
具体化、
共有

職員の
意識の
向上


